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　　　酒精原料 s しての 滿洲産高粱 t：就て （第1報）

　　　　　　　　　　　　 大阪工 業大 學助敢授 中 村 靜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　　村　　英　　一

　　　　　　　　　緒　　　　　　 言

　高梁は學 名 Andropogen＆）rghum
，
　van 　vulgaris

，
　Hack．（Manchu）と稱 し元來熱帶地方の

作物なれど も亞熱帶地方は勿論叉能 く温帶の南部に も豊熟 し歐洲にて は北緯48度北米にては

40度に至 る迄 裁培せ らる乾燥 に堪ふ る性強 きに よ り満洲の 如 き乾燥農業地帯 の作物 と して 重

要の位置を占 め南化満洲を邇 じて 此 が裁培に適 し叉 到 る所 1こ裁培せ られ其産額は實に32，607，
　 　 　 　 　　 　 　 　 （1）
6DO石の多 きに及べ り。

　　　　　　　　　　　 第　　　1　　 表

　　　　　　　奉　　　　　天　　　　　省　　　　　　　　　　　　　　16，
922β00石

　　　　　　　吉 林 省 　 10
，
035 ，400

　　　　　　　黒　　　龍　　　江　　　省　　　　　　　　　　　　　　　5，648，
400

　　　　　　　　合　　　　　　　　　言t　　　　　　　　　　　　　　　32，
607

，
600石

　而 して 此れが用途 と して は満洲土人の 重要な る食料な る は勿論此他高粱酒の醸造原料 と し

て使用 しつ N ある もの に して 工 業原料 と して夊以て無限な るや の感あ り殊 に隣邦 日本 として

は豊富なる工業原料 と考 へ 得 らるべ し即 ち現今内地酒精製遣業者の 如 き
一
顧を要す べ き事項

な りとす 、 然 る に該高粱は澱粉の性款 自ら異 り颪 ちに之れを内地産甘藷の 代用原料 とし酒精

製造 に使用 するは頗 る困難な る事 に して爾來屋 々 製造者に依 つ て試み られ た る試醸 も皆失敗

の 經路を辿 りた る もの なるが著者等は此れが醸璋學究 者の立揚よ り講究の必要 を感 じ些 か研

究す る の機會を得た る を以 て其の概要を報 告せ ん とす る もの な り
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第 2 表

滿洲産黒殼

　 11．34

　 11．27

　 5．！6

　 56，0量

　 4 ，59

　 2，63

札幌農科大 畢

高 粱 分 析 表

長　　春

　 1L92

　 11．58

　 4．6662

．68

　 2β7

　 1．82
　 　 〃

精　　 白

　 11．77

　 12．02

　 4．7266

，30

　 2 ．62

　 2．55
　 　 〃

外國産 15種 z誓5均

　 】2，32

　 　 9 ．QO

　 　 4，05

　 68．99

　 　 3．56

　 　 2．OB

　 K6旦ig氏
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贄　　驗　　第　　1

　高粱は内地酒精製造業者の副原 料 として必要缺 ぐべ か らざ る麩 と略 同等價格な る事 實よ り

今假 りに之れ を遖當 な る方法によ り製麹の 目的を逹 し得た りとする時は前者の澱紛含有 量僅

に 20− 25％ な る に反 し後者は優 に 65− 70％（ρ澱粉を 含有す るを以て高粱麹中爾多量に殘留

す る澱粉を も重て有利に使用す る こ とを得經濟的見他 よ りす る も頗る當を得 たる もの な む と

稱 し得べ し6か る が故に著者等 は （A）一（E）數種の試料に依 り麩麹の製麹 と併行せ しめ て

高 梁麹を製造せ り、而 して著者の 云 ふ 酸性の添加水を使用 しナこ る揚合麩麹に比 し約 ％の糖 化

力を有する高梁麹を得るに至れれ り即ち如斯方法 による時は麩麹の約二倍量の麹 を使用す る

結果 とな り
一

見甚だ しく矛盾せ るが如 く思考せ らる S も他方殘留澱粉 よ り生す る酒精の壇收

を考慮する時は又有 利なる
一方法k る ことを失はす

實　　驗　　方　　法

（A） 試料 高粱 100合 を粉確 し之れ に 中性の 水 5L．を添加 し、蒸齷の後麩麹の 揚合 と略 々

　　同一に製麹を行ふ

（B）　試料　（A ）試 料に於て 添加水を Hq にて O・05− 0・06度程度 の酸性を保た しめ蒸髓後

　　製麹を行ふ

（C）　試料　（B）試 料と同樣酸性の水を使用 し之れに籾殻を原料の 10− 20％の割合に添加 す

（D ） 試料 （A ）， （B）， （C），と異 り高粱の粉碑 を行はす 之れ を熬 煎す る こ とに依 り表皮を

　　破壊 しは ぜ込 みを良好な らしむ添加水は （B）， （C） と同様酸性な り

（E）
’
試料 異 りt： る原料萢 米を使用 しこれを比較 せ る もの に して 添加水 は同様酸性な り

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 （2）

　麹の糖化 力は大體に於て Lindner法に準 じ抱 り

　出麪 5grを とり之れに水 100c．　c．を添加 し1時間室温 に保ち浸漬後之れ を濾過 す 、 次 に2％

可溶性澱粉液 5c．c．宛を取 り之れに上述の濾液 0．2− 0．5c・c・迄を そ れ ぞれ 5箇の試 驗管 に添加

し 1時間 40。C の 恒温に保ち糖化を行 ひ た る後更 に Feh1ing液 50・c ・宛を各試驗管に添加 し

Lindner氏法に準 じ糖の糖化力を％に て 表はせ り

　麹の酸度は出麹 5grを取 り之れ に水 100c．c．を添加 し濾液 20c．c ．に要 しtこ る N ア ル カ リ

液の c．c．數を以て 表はす

　出麹の水分は試 料 10grを取 り3時 間！05の温度 に保 ち恒數を得 る迄幹量 しk る もの 玉減量を
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』

以て 表はせ り

ん

BBBCCDEE

試 料

　（高梁）

”

〃

〃

〃

〃

〃

（N 来）

　 〃

　　　 第

閏麹糖化力
（無水物）
　 　 ％
　 19，5

　 46 ，8

　 43．29

　 28．9

　 30．0

　 26ρ

　 15．4

　 42．9

　 42．9

　 3

同上 水分
　（％）

　 30

　 30

　 30

　 30

　 20

　 30

　 35

　 30

　 30

表

同上黻 靉
k眺
虔

o．16　　　 申性

　 0．096　 　　 　 0D6

　 0．096　　　　　　0．09

0．125　　　　　　0．061

0．104　　　　　　0，06

0．125　　　　　αC61

　 0．：36　　　　0．05 − 0．06

　 0．（）48　 　　 　 0．06

　 0．06　　　　　　　0．061

摘　　　 要

封　　　 照

生 儘 粉 締

　 〃　　　
「
〃

同上籾殻20％（重蠱）添加

瓢殻 IO％（重量）添加

i　　　 煎

黝　　 　 照

匍比較の 爲め正規麩試料出麹の酸度を測定せ るに大體次の妬 き程度を示 せ り

12345

　第

O．1360

．llOO

．0860

．1360

．130

4 表

67890 0，1460

．122Q

．1260

．1120

．140

著者は 上の姐 き高粱出麹を使罵 し高粱麹汁を調製 した り

　　　　　　　高　　梁　　麹　　　　700gr・

　 　 　　 　 　 　水　　　　　　　　 2
，
CXXOce

　以 上の割合にて 甘酒 を作 り3時間55°Cの温度に保ちた るに 1L92° Bの糖度を示 せ り即ち此

れを以て見 る も著者の高粱麹を麩麹 の代用に使用せ ん とす る目的の那邊 にあるかは略 々 窺 q
知 る事を得 らるべ し此等の結果 を綜 合 し著者の揚合高粱を原料 として製麹を行ふ に當りて は

添加 水を酸性 とす ろ 必要を認 め〜こ り若 ししか らざれば雜菌の影響に よ り出麹に著 し く酸臭を

帶ぶ る に至 b從 つ て此 の 如き　t｝｝asに 於 て 糖化力 は 著 し く減退 せ り

　　　　　　　　　　　 第　5　表　　試 製高粱麹經過表

　　1 操 作 　 引 込 　 盛 　 積 替 　 出 麹 　 摘 要

　　　　 月　　　日　　　　　　　11．14　　　　　夏L14 　　　　　　11．15　　　　　　　11．16

　　　　 時　　刻　　　午前9．35　 午後4．30　　午前り30 　　 午前7・QO

　　　　 品　　　　温（
oC

）　　　　　32．5　　　　　　　　34　　　　　　　　39　　　　　　　　　　33　　　　　　　最高410C

N 工工
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　　 室 温（
°C） 27．5 　 27．5

】【　　　月　　　　日　　　　　　　　11．21　　　　　　11．21

　　 時 刻 　午前9．30 午後4．35

　　 晶　　温（℃ ）　　　　33　　　　　34

　　 室　　　温（
OC

）　　　　27．5　　　　　26，5

1　　　　月　　　　口　　　　　　　　　1122　　　　　　1L22

　　 時　　刻　　　午前9．30　　午後4．35

　　 品　　　　温（
OC

）　　　　　　32　　　　　　　　34

　　 室　　　温（
ac

）　　　　27．5　　　　　　　265
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

　　　　　　　　　　　　實　 　驗

　 27，5　　　　　　　　　27．5

　 1L22　　　　　　　　　11．23

午前9・30　　 午前9 ，00

　 　 36　　　　　 　　 26

　 　 28．5　　　　　　　　2Z5

　 1L23 　　　　　　　　1L24

午前9．30　　 午前9・OO

　 　 37　　　　　　　 27

　 　 285 　　　　　　 27．5

第　　2

最高38°C

最高41° G

慰 B，a。。nn 。藍
3kl

、　max及 び七葉 momx を して酒構 糀 し鯏 す る1・常り囎 の鱒

は「タ ン ＝ ン 」酸の 含有量 7 ％嬉及び髏 酵を抑制する事を認め同様七葉樹果實の醗酵 に際 して

も果實中に含有せ らる S 「タ ン ニ ン 」酸に依 り著 しき影響あ るを認 め同氏は該 「タ ン ニ ン 」酸

を曹逹溶液 にて 抽 出す る こ とに より酒精の増收 を計 0 た り、 高粱中に含有せ ら る N 厂タ ン ニ

ン 」 酸も又醗酵菌に重大なる關係を有 する もの 瓦 如 く齋藤博士 も高梁醗酵不良の
一原因 とし

て 之れを擧 ゆ矢部ボ ル コ “ 一兩氏の實験に依 る も1％浸 食子酸溶液 は醗酵作用を防遏す る も

の なりと云 へ り。

　　　　　　　　　　　　「タ ン ニ ン 」物質添加醗酵試驗

　著者等は豫備試験 に於て 高粱の酒精醸酵に當 りてei：外 皮中に 多量に含有せ らる L 「タ ン ニ

ン 」質が多大の影響を及ぼす事を認 め k るを以て之を證せん として 厂タ ン ニ ン 」物 質添加 の

實験を行 へ り。

A． 高粱 よ り綵取 しk る 「タ ン ニ ン 」物質を精白高粱（殆 ど「タ ン ニ ン 」を倉有せ ざる もの ）糖

化液に添加 し 「タ ン ニ ン 」物質の影響を試驗せ り

（i） 高粱 「タ ン ニ ン 」 含有液の調製

　500gr高粱 （Normal）を粒子の ま s40 ％温 Alkoholに浸漬 32°C 恒温器に
一盡夜放置 し

Tiその間數回振盪 す 、 然 る後濾過 して 更 に 同 Alkohelにて數 回浸 出洗滌 し蒸發皿に 入れ湯煎

上 にて 蒸發す （但 し殘渣 は FeClsにて 「タ ン ニ ン 」の反應痕跡 ）次 に これを水 に溶解 し全量

を 100c．c．となす該液は曙 赤色濃厚な る溶液 に して舌頭に澁味を感す る事著 し。

　此の溶液中の 「タ ン ニ ン 」を皮粉法 （後述）に よ り定量せ るに約9．5％の 「タ ン ニ ン 」を含

N 工工
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有せ り

　又 上記 500c．c．稀薄溶液 20c．c．を とり Bertrand法 によ り還元 纃を測定 した るに該原液 1

・… 中には

’
56・579m・9t 即約 5．66％の 齢 を鮪 しt… ）而 して此の如 くXS の 翻 を舗 す

るに至 りtcる原因につ きて は爾研究 の餘地 ある も

’

b）とす

　（ii）精 白高粱醪 の調製

　　　精白高粱粗粉 938gr（250，匁）

　　　麩麹　　　　　　225gr　（60匁）

　　糖化時間 25 時間全量を45L に稀釋 して 300c．c，宛15本に分つ 1本の高梁含量 625gr強

　　な り

　　この 3・o・．。 糖化液幽 し 「タ ： ＝ ン 」溶液 歔 の 割合 に添加 助

　　　　　　　　　　　　第　6 表

號番

．

料試

1234567

「タ ン 昌ソ 」溶液 水

　 　 C忌　　　　　　　　　　 C4

　 　 30　　　　　　　　 0

　 　 20　　　　　　　　10

　 　 10　　　　　　　 20

　　 5　　　　　　　 25

　 　 3　　　　　 　　 27

　 　 1　　　 　　　　 29

　 　 0　　 　　　　　 30

高梁62・5gr中の 　全液量340ce中
「タ ソ ＝ ソ 」　　　の 「タ ソ r− y 」

　　 ％　　　　　　 ％

　 　 4．56　　　　　　　　　0．84

　　 3．04　　　　　　　　　Q．56

　 　 1．52　　　　　　　　0．28

　　 0，76　　　　　　　　　　0．14

　　 0，456 　　　　　　　　　0．084

　　 0，152　　　　　　　　　0 ．028

　 　 　 0　　　　　　　　　　0

「タ y 昌 ソ 」溶液中
に存在 す る 糖量

　 　 　 9「

　 　 1．698

　 　 1，132

　　 0．566
　 　 0 ．284

　 　 0，1698

　 　 0．0566

　 　 　 0

備考 　　但 し耀白高梁中の「タ ソ n ソ 」含有量 なO ミ假定す醗酵菌は10日SUt：培養ぜ るが如 きHe ‘eNr

　　　 3，10  宛な添加ぜ vJ

第　7 表

試料櫨 燃轟 響 （
・

端
　 　 　 　 　 に

　 　 1　　　　　30　　　　　　32　　　　　3唖70

　 2　　　　20　　　　　　　　　　3．70

　 3　　　　 10　　　　　　　　　　3．40

　 4　　　　 5　　　　　　　　　 3．50

　 5　　　　 3　　　　　　　　　 320

　 6　　　　 1　　　　　　　　　 3．00

　 7　　　　 0　　　　　　　　　　3．30

醐酵經過（減量を示 す）

2134
．

11．7011

．6012

．2012

．3012

．3012

．3012

．90

3634．1

2202

．402

．802

，703

，103

．IC2

．35

耐

33

1，100

．900

，900

．850

．500

．501

．45

　 84
　 32

　 0βO

　 O．70

　 0．60

　 0，30

　 0．60

　
「
O．7e

＿026

　計 ・

19，0019

．3019

，9019

．6519

．7019

，6020

．00
’
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　　　　　　　　　　第

試料番號　　「タ ン 昌 ソ 」量 

　 1234567 3020105310

8 表　　醗 酵 結 果

゜ B　　　　酸度　　　　p｝｛　　 AlkohoI

2．1　　　　　　 1．50　　　　　　4，4　　　　　　6．5

2．1　　　　　　 1．40 　　　　　　4．6 　　　　　　6．6

2、0　　　　　　1．70　　　　　　4．6　　　　　　6．95

2．0　　　　　　2．30　　　　　　4．4　　　　　　6．8

2．1　　　　　　 2．30　　　　　　4．4　　　　　　6．B

22 　　　　　　2．50　　　　　　4．4　　　　　　6．8

20 　　　　．　2，25　　　　　　4．2　　　　　　69

B．Koji　Dekokkτ ＋ 「タ ン ニ ン 」 溶液の醗酵試驗

　12つB．Koji　Dekokkt　30c．c．に 15％ 「タ ン ニ ン 」酸i容液を 5c．cp　3c．c
，
　lc．c

，
　O．5c．c ，

　Oc．c．

水を夫 々 Oc・c ， 2c・c ，
4c，c

，
4．5c．c

，
5c．c．宛を添加 し15分間殺菌後 Hefe　Nr．3， 1c．c．（30c．c．に

培養の もの ）宛を移植 し 31°C．恒温 匣中に保つ 事 2 日 に して 3
，
4

，
5 は湧付 き醒酵を始む る も

1，2 は 4 日 を經過する も樹湧付 きの模様 な し。 4 日後液の分 析を行 へ り

　　　　　　　　　　　　第　9 表

臨N1234

・ ・照 ｛

　 「タ ソ 昌 ン 」酸溶液

　 　 　 　 5

　 　 　 　 3

　 　 　 　 1

　 　 　 　 0．5

　 醸酵前0

　 酘酵後 0

備 考

水

混
濁
な

生

ずー−
0
　
　

2
　

　
4
　
　

5

　

　

　

　

　
4Fb

　

　
rO

醸

2．101

．451

。301

．100

．3

α65

pH3

，83

．83

．43

．35

．83

．2

酬 工・  闇 す鵡 N ・・H 滴定瞰 ・嗾 算劃

糖量は1eCl：對す る 邂元 銅量

邂元銅量（mg ）

　 128．5

　 1075

　 15．1

　 11．9

　 115．0

　 1？．6

　以上の結果な見 るに醐酵初期に於て 「タ ン ＝ ン 」 多量な る もの程減量多きは初期に於て酵

母を刺戟す る作用を有す る もの な るか 、 叉分析上 よ り明か な る如 く 「タ ン ＝ ： 」 量多 き もの

は その溶液中すでに 約5．66％の還元 糖を邇剩 に含有するに か L は らす酒精成生 量に於 て少 き

は確實に「タ ン ＝ ン 」酸の 有害 な る作用 を有す る もの な る事を證す る もの に して 「タ ン a ： 」

液 10c、c．以下 に て は對照 と比 較 して大 差な き黙 よ り見て 此等の範圍 に於て は 「タ ン ニ ン 」影

響甚 しか らざる もの と認む伐成酸の黙 よ りす れば 「タ ン ニ ン 」 含量の多 き もの 程酸度の小 な

る ものは尚研究を要す （但 しこの際指示 藥 と して Phenolphthaleinを使用す）
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　而 して 著者等の 工揚に於て 田尾 ， 角谷 兩氏 に依 り試醸を試みた る黙果 同一
の 事實を認め た

り。 生甘藷糖化液 （16
° B）に稀薄柿澁液の 1％，

　O，5％及糖化液其饐の 三種の醗酵液を作 り之

れに同广 割合の原液を加 へ 熟成後試驗せ り

　　　　　　　　　　　　第　10 表 、

　　 種別 （添加％）　　　　　　 Alkohol （vol ％）

　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　 7．17

　 　 　 　 0．5　　　　　　　　　　　　 727

　　 　　　 0　　　　　　　　　　　 7．67

次 に これを出來 るだけ實際操作に接近せ しむべ く

％

O．9350

．9471

．00

　「タ ン ニ ン 」除去を行 ひたる原料高粱に つ い て種々 な る條件に於て試醸せ り即ち高粱を温湯

に浸潰 しその 洗潜液が過 厂ク ロ ー ル 」鐵液 を加 ふ る も「タ ン ニ ン 」の反應を認 めざるに至 りて 止

む。

1

1

頁

卒　　均

纐

ん

且

ム

E

ん

E

人

B

ん

B

第　11 表 ・

　　糖　度

　 　 12．500

　 　 12．500

　 　 12．500

　 　 12．500

　 　 ！2．500

　 　 】2．500

　 　 12．500

　 　 12．500

　 　 12500

　　 12．500

Alkohol（マ 01 ％）　糖度 1度 に對す る醗酵率

5．485

．675

，856

．425

．886

．395

．976

，305

，7956

．195

備孝　　A ＝正規試料　B ＝「タ y ＝ ン 」除去試料

0．4380

，4530

．4680

．5120

．4700

．5100

，4770

．5040463604956

　軍均 0．4％ の檜 加率を示 せ り次 に 「タ ン ニ ン 」除 去試料 と臺灣産切干甘藷に つ き比較研究

せ り。

1

1

1

黼

・

RAB

第 12　表

糖　度

12．500

・12．50012

．？QO12

．ODO

Alkohol （vol ％） 糖度度 に對す る醗酵攀

　 6．23　　　　　　　　　　　　　0．498　・

　 6．40　　　　　　　　　　　　　0．512

　 5．71　　　　　　　　　　　　 0r450

　 5．84　　　　　　　　　　　　　0．486
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．　
14・500 ．．　

6 ・6D ．，．

13，400 ．　　　　　6．34

13．tき3　　　　　　　6．18
簒Z633　　　　　　　6．19

B ＝「タ ソ 昌 y 」除去試料

O．4550

，4730

．46700490

　 　 　備考　　A ” 切干甘藷

即厂タ ン ニ ン 」除去高粱の 方反て良好 に して 1に對する 1．049の割合を示 せ O 次に 「タ ン n

ン 」 除去高粱 と生甘藷 とを比較す る に

　　　　　　　　　　 第 13 表 　　 　　 ・

　 　　 種 類

　　 1．，　 A ・

　 　 　 　 B．

　 　 ］【　 A ．

　 　 　 　 B，

　 　 夏　 A ．

　 　 　 　 B ．

　 　IV　　A ・

　 　 　 　 B，

華 　　均 　 A ，

　 　 　 　 B ．

　 　　 　 A ＝生甘藷

類

粱

　

　

〃

種

高

卒　 均

切 干甘藷

　 〃

　 〃

亭　　均

生 甘 藷

　 ll

糖 度

12．50012

．500

ユ2．5001ZsCO12

．50012

，50012

．50012

．50012

．50012

・500

　 第

糖 度

工2。50Q12

．50012

，50012

．50012

，50012

．50012

．70014

．500

1323312

，50012

．500

Alkoho1（vo1％）

　 　 5，87

　 　 5，82

　 　 5．69

　 　 5．67

　 　 6．65

　 　 6．42

　 　 6．57

　 　 6．30

　 　 6，278

　 　6・120

B ＝「タ ソ 昌 ン 」除去試料

14 表

糖度 1度に對す る醋駟崖牽

　 　 　 Oピ484

　 　 　 0．480

　 　 　 0、455

　 　 　 α 453

　 　 　 0．532

　 　 　 0．513

　 　 　 0．524

　 　 　 0．504

　 　 　 0・5022

　 　　 0・4896

各種糖化液の醗酵率比較表

Alkohl（▽01 ％）

　 5．48

　 5β5　 ，

　 5．88

　 5．97

　 5．了95

　 623

　 ．5．71

　 6，60

　 6．18

　 5．87

　 5．69

醸酵攀

0．4380

．40SO

．4700

．4770

・46360

．4980

．4500

，455

0・C6TOO

．4840

．454
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梁

　

　

高

　

　

去

　

均

除

”

　
判

”

　

苧

罪

　

　

防

〃

　
〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

均

〃
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12．50012

，鋤

12。50012

・50012

．50012

，5001250012

，50012

．50012

．OQ13

．40012

．COO12488

6．656

，616

．5762

了85

．676

，426

．396

．306

．405

．846

β45

．8026t4

了5

05320

．5280

，525050220

．45305130

．5正00

．5040S12

、O．4860

．4730

。4850

．4gza

567

　印醒液糖度 1度に對する酒精醗酵の比率は次の如き順位 とな る

　　　　1　　　 生甘藷液　　　　　　　 1度當 リ　　
．
0．5022

　　　 2 「タ こ〆 昌 ソ 」除去高梁液 ” 　 0．4922

　　　 3　　　 切干甘藷　　　　　　　　　〃　　　　　 O．4670

　　　 4 高 粱 詫駐 　 ” 　 0．4636

　翩「タ ン ニ ン 」除去高粱は 他の 高粱に比 し著 しく收得卒膾加 しteるを認 めk り、 故に 「タ ン

ニ ン 」酸の影響 も礁 し 栲 慮せ ざ る可 らざる1ま勿論 齣 灘 も鼈 鮓 上水洗に當 源 料

翻 堪 しく鰯 とな 蹤 つ て瀬 の 驟 を脚 す 顳 向鰡 め らる ・澱 眦 等 も夊醐

槍牧の
一

原 因た るを失 はす 、 著者は此 の 精果 よ り歸納 して高粱の ア ル カ リ處理法の有利な る

を思ひ研究する處あ りた り

從來本邦に於て 矚 勦 鱒 尉 の 麒 1・勸 て は颱 鰍 の囎 上酸によ り
（

齷磊 の

方法 を使用 し從つ て蒸奏装置及 び蒸貢後柑當の困難を認め つ Lあ るを以て實施は頗る至難な

り・ 著者は此等の 駿 に鑑 み B・・cc … h氏 に倣ひ ア ル fO・ ，J處理法の最 も楙 唱な碑 を確信す

る もの な り 、 伺著者等の實験結果に よ り高粱麹を麩麹代用 として使用せ む とす る揚合甘藷 と

商梁 との混舗 洽 が酒精の耀 醐 こ及ほす影讐 に肌 些 か研究す る氈 得 k れば次に その

結果を記載す べ し。

　著者は試料為粱 中の 「タ ン ニ ン 」量の測定に當りて も上述 と同襪皮粉法に依 り定量せ る が過

マ ン ガ ン 酸加 瞰 に よ る終罪欟 測 を完全 ならしむ る 肭 に齣 正規の方法掀 の如 く鞭 し

た り
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　　　　　　　　　　　　　　實　 　驗　 　方　 　法

試料高粱粉末 3grを綵 り40％の 温 ア ル コ ール にて數回浸 出 し石綿管 にて濾過 し濾液に鹽化鐵

々加 へ 厂タ ン ニ ン 」の反應 なきに至 りて止む次に濾液を蒸發 し ア ル コ ール を揮發せ しめ殘滓を

水 に溶解 し 500c，c．とな し石綿管 にて濾過 し其の濾液 に就き rタ ン ニ ン 」を儉す る もの とす

（1） 薗記濾液 10c．c．を探 り 「1 ン ヂゴー」溶液 20c．c．更 に水を加 へ 全容を 1000c．c．とな し

其液の 100c．c．宛を取 り過 マ ン ガ ン 酸加里溶液にて滴定 し軍均 價を とる もの とす。

（ii）次 に濾液 100c．c．を探 り小形 フ ラ ス コ に入れ皮粉 5grを加 へ 騫栓 し時 々振 りて 24時間の

後一部を濾過 し濾液につ き腕化鐵を以て「タ ン ニ ン 」の有無を檢 し全 く皮粉に 吸收せ らる N に

及 べ ば全容を濾邇 し濾液 10c．c，を採 り厂イ ン ヂ ゴ ー」液 20c．c．此に水 を加 へ 全容を 1000c．c ．と

な し其液の 100C．C．宛を取 りて過 マ ン ガ ン 酸加里溶液にて滴定 し其夲均價を取 る もの とす

（i）よ り（ii）を減 じたる ものが 厂タ ン ニ ン 」を酸化に要せ し遇 マ ン ガ ン 酸加 里の C．C．數な り

次に 過 マ ン ガ ン 酸加里の 力 價を檢定 した る に蓚酸 （1000c．c．中 6．3gr）50c．c．に對 し過 マ ン ガ

ン 酸加里の 溶液 96．5c．c．を要 した り。 故に KMnO41c ．c．は蓚酸 0．00234grに相當 す

これよ り高粱試料の 「タ ン ニ ン 」量を測定せ るに次の 如き結果 を得た り

　　　　　　　　　　　 第　15 表

　　 操伶工程　KMnO4cc （i） K 随nO4   （ii） 全容 L：對す るKMnO4cc 　3gr中の 「タ ny 」量（gr）

　　 高　　　　粱　　　　　　　37．4　　　　　　　35．6　　　　　　　　　　　90　　　　　　　　　　　　　　　　　0．12807

　　 〃　脱皮　　　 35．7　　　 35．3　　　　　　20　　　　　　　　　 0．02856

　即此等の結果に よる ときは原料高梁中約 4．30／e の 「タ ン ニ ン 」を含有 し脱皮ぜる試 料中には

約 1％の「タ ン ニ ン 」を含有 するの みな り。

　　　　　　　　　　　　　 貸　　驗　　第　　3

　次 に高梁麹々麩麹代用 として 之 を工 業的に利用せ ん とす る羯合、甘藷 と高粱 との混合割合

に ょ り Alkoholの收得量に如何 なる影響を有する もなるの か につ き研究せ り

　　　　　　　　　　　 第　16 表

　　　種　別　　
A
黯勢

1

　瀰其毅 脇議鮒墜靉 協菷昭撃醗
　 　 　 A　　　　　1

　　　｛B 3 　 6・44 　 1・・5 　 4・79 　 儡

　　　｛l　 l　 6・・7　 3…　　 3・17　　 6・34
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　 　 　 A　　 　　 3

　　　｛B 1 　 ・・2 　 4・95 　 1・77 　 7・・8

　 　 　 A 6．60 6．60 − 一

　　　 備 B 　 A ＝ 切干甘藷 　 B ＝rタ ya ソ 」除去試料

　即 ち上例の結果に依 る ときは高粱 としては κ量を混す る も何等惡影響な きが 如 し而 して高

粱麹糖化 力は著者の揚合麩麹の約 垂な りとの結果 に到 著 しt り、 これに依れ ば原料甘藷の重

量 比 は 1：4 とな り高粱 を尚よ り多量混 合する も醐哮李に何等影響無 きが如 き結果 となれ り茲

に於て高粱麹 も相當工業債値あ る もの な りと稱 し得べ し。 混合仕込醒の實積の 數画を示 せば

次の 如 し

　　　　　　　　　　　 第　 17 表　　混合仕込實績表

　　　　　　　　　… 癖 ・ Alk％ 舗 嬲 髴灘 鰹 老易軈 霧
　 　 生　　甘　　藷　　　　　　　53　　　　　　6β85　　　　　6β85　　　　　　 − 　　　　　　　　一　　　　　　　　一

　　切 干 臆 　 薈
2
　 嬲 ｝　 − 　 6・… 　 一 　 一

窺｛籌
甘

蠶 ・・ 一 一 75 − − 5 …

　　生 甘 藷 3

｛，＿ y 、繍 。 ，

・ ・83・ − 5 − ・・66625 6・665

　　生 甘 藷 1

　｛　 　切 干 甘 藷 i　 　 25 　 　 6571 　 　 34425 　 　 三550 　 　 15785 　 　 6β14

　　「タ y 昌 y 」除去高染 1

　　生 甘 藷 2

髄 ＿ 15

6・594 1 − 3・1・・ 1・・M75 7・・91

　　切 干 甘 藷 3

｛，。 。 ．． 、除。。。 18
6… 6 4・65・ − 1… 6・ … 984

　次 に著者等は A 試料 Alkohol溶液 （60％）B 試料水等 に 4− 5日間浸漬 し「タ ン ニ ン 」を

全 く除虫 しナこ るが如 き高粱につ き酵母の壌殖率及醗酵効 李等 に關 し研究せ り

　　　　　　　　賓 驗 第 4　 アル カ リ處理高梁の 比 較試驗

　試料の調製　原料高粱 より砂塵夾雜物 を除き NaOHO ．1， 0．2， 0．3， 0．5， 0．75， 1％の溶液に

18時間浸漬 し （300gr試料に對 し400c．q 　Natron液）よ く攪拌す此 揚合 ケ波 よ り溶 出す る赤褐
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色色素は ア ル カ
：
リ濃度大 なうに從ひ濃厚 な 1）。

その後 Dekanticrenに よ り リ トマ ス 試驗紙が ア ル カ リ性を呈せざる まで洗糠 し日光乾燥
一

日

後荒 く粉棒 して供試品 となす。 　　　　　　　　 ．

　蒸煮糖化は常法に依 る、伺樹照 として原料高粱の ま」 を用ふ Normal→ 0．3％， 0。3％→ 1％

の 2 回に分 つ 。

　　原料試料 Norma17egr
，

ア ル カ リ浸潰試料 759r麩麹 25gr全？U量i9　500，．c．とな しその

　　300c．c．．を とり醗酵試驗を行ふ 、 醐酵菌は N ．r3， 30c．c 　 Koli　dekkokt培養の もの20c．c．を
1

　　 とり添加す 。

　 　 　 頂 orm 醸

　　　　 O．1％

Il　　 　　 O，2％

　　 　　 0．3％

　　 　　 0．3％

・｛
　　 　　 O，5％

　　 　　 0．75％

　　　　 Lo％

　　　　　第　 19

驫舗
Normal

　o・1％

：：：；

講
島： 

1：諤

　種類

Norm41

B

ρ

0

3

第　18

　
°B

　 13．1

　 12，3

　 12．7

　 12．8

　 13．2

　 12．9

　 13．0

　 12．7

　 表

工6

！1．4010

．フ010

，7011

，10

208

，208

：20’

7208

．60

　第

表 　 糖 化 液 の 性 1状

邏元糖量

　 ：3・（P ．

　 ．工L65

　 12．10

　 12．65

　 12．50

　 11、90

　 12．15

　 】1．45

酸　度

0．650

．600

．600

．550

．550

，550

．500

．40

H2

　
222

ρ

222

P66666666

醐酵經過 （減量を示 す ）恒温匣の温度 ＝ 32°C

　 20

浬元塘蠱

Oβ95

4Go

．500

．600

．901

．40

404

．804

．505

，603

．50

表

　 　 　 63

　 　 　 0．30

　 　 　 0．OO

　 　 　 O．00

　 　 　 0．00

　 　 　 63

　 　 　 0．20

　 　 　 0．SO

　 　 　 O，10

　 　 　 0．30

醗
’
酵　結　果

酸
「
度 　　　pH

3，25　　　　 3．8

880

，000

．ooO

．200

．oo

880

．100

．　100

．ooo

．oo

滅量討

12．201L5011

．8012

．50

減 量計

13．3013

．1012

，9012

．40

Alkohol　　 細胞数

　、3．3 ．　　 4．33x4xlot

N 工工
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o・1％

O．2 〃

0．3 〃

O．3 ”

0．5 〃

0．75 〃

1．0 〃

3．23

．03

，22

．73

．13

，33

．4

泪情原料 t して の浦洲産高梁に號て（第 1報）

Oβ3300

，30502eeO2900

、2650

．4250

βSO

2．552

，352

．402

．502

．653

．OO3

．ブ0

飽

叙

妃

如

粥

如

 

3，1
’

3．44

．14

．44

．24

．1
−

3．74

4．70　　 〃

4．50　　 〃

4，60　　 ”

4，18x4xIO7

3．38　　 〃

3．11　　 〃

2．87　　 〃

57亅

次 に0．1％及び0．2％の ア ル カ リ に浸漬 しt：るが如 き赤褐色溶液 10ec．c．宛を と り濃縮 して その

内に 含有せ らる S 粗蛋白質を定量 しteる に

　　　　　　　 0．1％…
　
。・・・・・・・・・・・…　0．1104gr

　　　　　　　 O．2％・・…
　　

−t・・・・・…　0，1379”　なり

以 上の結果 よ りすれば ・ ・功 暖 漬に依 り酒精鰍 を來す ものに して o．3％ 最 も良 くそれ よ

嬾 度   塒 は多少酒精の收得量嫩 す る伽 く工 業的に應用 し得 る鯛 としてea・o．3％
ア ル ヵ リ溶液程度な．りとす 。

　　　　　　　　　　　　　　實　　驗　　第　　5

高粱を醋 原糀 して鮒 す硝 合跛 硬質 なるが勵 黼 雕 な るは勿論 なれ ども飆

それ 驪 に 帥 蝿 鰹 鍍 を異に す る もの な る可 ！此の 如 讌 勧 難易媽 蠣 跚 甘藷

餬 黝 蜘 とし種砿 る勵 によ 嘲 f匕皺 の 亂 を測 蹴 り試糊 鬣 1嫦 に樋 糊

試料 1・ly・ に 水 75・・c・を漁 し之れ 鞴 壓 瓶 1・入れ 「オー・… 一プ」 ｝・て任 意の高壓に

約 L5 黼 鱸 す る もの とす ・ 而 して 糊イヒの 程度 は 「オ ・ ・ ワ ル ド」氏の棚 計1二依 り20・C

に於 け る粘稠度を測定せ り。

　　　　　　　　　　　 第　21 表

壓力（謗度）

　 30

　 犯

5060

高梁（脱皮）

1．119781

．701841

，664661

．19643

甘　　藷

1．31316L359631

．3116 ！

L23428

馬 鈴 薯

1．60081

．384431

．40871L31593

此等の結果 よ 棚 か な る が 如 く髞 澱粉は他 の もの 眦 し比 擲 句高壓 を要 碼 蠣 の如 き

は3嚇 度 に於て 瞭 最 大 の 粘搬 を 示 せ 蛹 して騰 澱梛 瀦 の 欄 に あ り翩 粉 粒子破

壌の 嬲 蹴 きて眦 較的低 壓 力 ・− 3・儼 の 試料に つ 顳 磯 的 臟 査せ るに髞 鏘 の

鱒 欟 の 粒子 腮 小粒子な る に 齣 壱よら粥 堅 な り 、 之れ に 反 し騒 翻 粉の如 きを撮 大
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572 酒情原料 ξ し
’
（の滿洲産高rCl；就て（第1艱）

粒子な るに も拘は らす細胞膜の破壌容易な る事を認 め甘藷澱粉粒子は兩者の中間にある こ と

を知れ り別紙附圖は夫等 の關係を尚一暦明にする もの な り。

　　　　　　　　　　　　　 實　　驗　　第　　6

　次に署者は高粱澱粉の蒸奏後に於 ける糖化の難易につ き馬鈴薯澱粉 、 甘藷澱粉等 を封照 と

して比較研究せ り而 して試料濃度は 實驗第3の もの と全 く同
一

に して 糖化 には Taka−diastase

の溶液 （100c，c．中19t）を使用 し糖化 を行 ひ全糖量よ り diastaseに依 る糖 量を減 じ補正 を行ふ

もの とす、他方同一
試料につ き HCI 轉化 に依 り轉化糖の全量を測定 し前者 と後者 との比 を

求めて 此れ を糖化効率 として計算 し糖化の 難易を比 較せ り。

　　　　　　　　　　　　　　 f
’

驗　　方　　法

（1）Diastaseに ょ り糖化 を行ふ 卸蒸冀液 iOc，c ．を探 りpH4．6 の 緩衡液 5c，c，及前LN　diastase

液 2c．c ，を加 へ 冷却管を附 し 55°C の温度に 1時間保ち糖化の終結せ るか 否か を沃度液 にて

檢 し全 く糖化終了 しt る時は 之れ を 5分 間 貢 沸 し全 容を 50c．c．とな し櫨液 20c．c．を綵 り

Bertraud氏法に依 り糖分を定量す。

（ii）次 に同一蒸責液 10c．c．を取 り之れ に 20c．c．の蒸餾水 を添加 し HCI の比 重 L125 の も

の lc．a を加 へ 2時間袁沸 し時 々 振盈 して 轉化を行 ひ直ちに 20°
（）
．
に 冷却弱 ア ル カ リ性とな

した る後全容を 50c．c．とな し瀘液 20c．c ，を探りて Bertrand氏法に依 り糖分 を定量せ り。

　　　　　　　　　　　 第 22 表 　 Diastase法

　（i） 高 粱 試 料

　　　　　　　壓力 （磅度）　　1　　　　　 2　　　　　3　　　
ZF

　均

　　 　 　 　 　　 　 30　　　　　　59．747　　　　 59．357　　　　　59．923　　　　　59676

　　 　 　 　 　　 　 4Q　　　　　　65．433　　　　66．182　　　　　63，0089　　　　64，875

　　　　　　　　 50　　　　　　66．182　　　　　67．342　　　　　65．タ33　　　　　66．319

　　　　　　　　 60　　　　　　65．433　　　　　66．094　　　　　65．433　　　　　65．653

　（ii） 甘 藷 試 料

　　　　　　　壓力 （謗度） 　 1 　 　 2 　 　 3 　 卒 均

　　 　 　 　 　　 　 30　　　　　　　67．929　　　　　66．182　　　　　67 ．929　　　　　61．347

　　 　 　 　 　　 　 40　　　　　　　74．且73　　　　　69．369　　　　　70．427　　　　　71．323

　　 　 　 　 　　 　 50　　　　　　72，924　　　　　7L676 　　　　　74．838　　　　　13．1Ca

　　 　 　 　 　　 　 60　　　　　　　72，0r≧4　　　　　74．173　　　　　75．421　　　　　14．li3

　（iii） 馬 鈴 薯 試 料

N 工工
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歴力（諺度）　　 工　　　　　 2

　 30　　　　　　　69．179　　　　　69．179

　 40 　　　　　　　74．173　　　　　72．924

　 50　　　　　　　76．671　　　　　74β38

　 60　　　　　　72．924　　　　　74，173

　　　　　第 23 表　　酸

（i） 高 粱 試 料

　　　　　　壓力 （砺度）

　 　 　 　 　 　 　 30

　 　 　 　 　 　 　 40

　 　 　 　 　 　 　 50

　 　 　 　 　 　 　 60

（　ii　）　　　
’
甘　　　藷　　　試　　　半卜

　　　　　　壓力 （磅度）

　 　 　 　 　 　 　 30

　 　 　 　 　 　 　 40

　 　 　 　 　 　 　 50

　 　 　 　 　 　 　 6り

（iii）　　　馬　　鈴　　薯　@言式　　革

　　　　　　 壓力（磅

） 　 　 　 　 　　

30 　 　 　 　　

　 40 　 　 　　

　 　 50 　 　　

　 　

60 　12

．37750

．19759

。8174

3 ．

95 　玉

0．584992

．1504

．446

93 β 14 　

　 　 　 　 　 　 1 　　　

　 　 79 ． 463 　　

　 　 　 93 ． 314 　

　 　 　 　 93 ．314 　

　　　　94
．
446

　 　　　　第゜24 表

壓 力（穏度）　　高 　梁 　3

@ 　　　　　72 ． 11！　

　 　　　　 　79 ． 808 　

　 　　　　　74 ． 896

60 　　　　 　　7

55 　　3　　　竿　均 　70

427　　　　　69・595　7

D173　　　　　73 ．了57

76．671　　　　76・060

フ5 ．4

　 　

　　了4．l

轉　　化

@28313582

378754485

．33B

　29058499

D7495

．1925

93 ．7413

@ 　2 　80

56375 　

，7413

94 ．43
　94．

63 糖　化

効 　率 　甘

藷 　74．

876

，736

　77．14

　79，

7 華　絢

82 ．

681 ．

8 圏．684

・65

李　均

・5892

・94694

・81S93

・52

苧　均

．0193
・593

．994

．4

編鈴薯

6．9

78 ． 851 80 ．932 78 ．534 573 　 即ち此等の結果を綜

する時 は糖化効率と しては馬 鈴 薯澱 粉を最大と し 高粱澱粉は最小効 奉を示し甘藷澱粉は

位 を示せり此れを以て見る も 高粱を 酒精原料とす る揚 合 操 作 の形式に 於て何等 か の 改善

要 す

きもの
な
りと し 著 者 の 「 ア ル カ ル」 處 理 法 も 又 意義を有 す る も の
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574 涸精原料ミ しての 滿洲産高梁 i：就て（第 1鞨）

　　　　　　　　　　　　　 費　　驗　　露　　7

　著者は曩 に甘藷醪の醸酵道程中に於 て 固形物灰分中の 「ア ル カ リ」度 に著 しき淌長を認め

k るが故に高粱灰分中の 厂ア ル カ リ」度に就 き精査せ るに兩者に甚だ しき差異を認め tcり故

に更に進み高粱試料鬮 酵遘程 中に於 ける 「ア ル カ リ」度の 淌長 に關 し著者等が測定せ る諸

種原料灰分中の 「ア ル カ リ」度を示 せ は次の如 し。

123

4

「

0

678

90

ll1213

試

高

卒　均

第　25 表　　諸種原料茨分の厂ア ル カ リ」度

〃

〃

料

　　 切 干 甘 藷

　 　 　 　 〃

挙　均

　　 苞　　　　来

　 　 　 　 〃

　 　 　 　 〃

準　均

　　 甘藷糖化液痩渣

　 　 　 　 〃

夲　均

　　 同上醗酵醪残渣

　 　 　 　 〃

　 　 　 　 〃

卆　均

灰分（％）

2222333

且

揺

−

 

444

 

 

舗

麗

同上中和 1：要 し

　 N
れ る

而
HCI  

　 　 4．4

　 　 3．8

　 　 4．4

　 　 22．4

　 　 22．4

　 　 3．5

　 　 5，5

　 　 3．5

　 　 18．6

　 　 19，5

　 　 2t．4 。

　 　 18．7

　 　 19．55

灰分 1grlこ對す

・需且 倣

　 　 22

　 　 19

　 　 22

　 　 21

　 　 74．7

　 74．7

　 　14．1

　 　 35

　 　 36．7

　 　 35

　 　35．6

　 　 46．5

　 48．75

　 　41．6

　 　 5．8

　 　 5．1

　 　 5．2

　 　 53

　即ち此等の結果 よ り考察す る ときは甘藷の鶉合 に試 きて見 る も明か なる が如 く原質品灰分

中の Alkalittitは醗酵 の推移に多大 な る關係を有 す る もの ム 如 し、 故に更 に高梁醐嬲 試料

Alkalit蕊t に つ き測定せ る結 果次の如 しo

試料の探取は前數回の實験の試料 よ りな り とす糖化液 、 醗酵液の殘渣は熱湯を以て 洗滌 を

　繰返 し漉液に就 き糖分を儉出せ ぜ る に 至 り室氣乾燥後熱氣乾燥器中に 入れ 50〜 60°C の 温
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

度に數時間保ち後 105°C の恒温にて 水分を除 去す 、 灰化は Bertrand氏の方法 に準 じ磁製
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蹣 ・ 59… 試料ben・b　 Muffl・ 爐・・て 完全・灰化 しt ・鴫HCI　1・c… の 中・ 溶 し水 1・

ti．c．を用 ひ琳堝の 内部を洗滌 し反應を促進せ しむ るナこめ加 温 し指示藥 として Methyl　Ora−

・g・ を 1− ・滴を加瑞 N ・… て黄鵬 す・まで齪 す（Alk・・・・… 黼 ・同 ・）

糖 化　液

Norrnal

水　　　浸

縞　　　白

酒　情　漫

工一
テ ル 浸

李　均　値

A 醗 酵 液

　 Nomra1

　 水　　　浸

　 精　　　白

　 酒　繕　浸

　 ＝ 一テ ル 澄

　 卆　均　値

備考

　　　
OB

。

B ，醗

　 　 Normal

　　水　　　浸

　　情　　　白

　　酒　精　浸

　　 工 一テ ル 浸

　　李　均　値

備考

第 26 表

1050C 乾燥物 中の 灰分

　 　 O．2952

　 　 02574

　 　 02156

　 　 0．2406

　 　 0．3382

　　 0・2694

第　 27 表

105° C乾燥 物5gr中の 灰分

　 　 　 　 O．2766

　 　 　 0．1934

　 　 　 　0．2730

　 　 　 　 02318

　 　 　 　 0．3094

　　　　025684

灰分中の Alkali中和
　 　 　 N
に 要ぜ しi／bHCIc，c．
　 　 　 　7．40

　 　 　 7．20

　 　 　 5．50

　 　 　 7，50

　 　 　 8．IO

　　　　7．！4

灰分中の Alkali中和
　 　 　 N
lこ要 d し而

Hel α C・

　 　 　 4．80

　 　 　 2．60

　 　 　 4 ，55

　 　 　 4．oo

　 　 　 4．95

　 　 　 4．18

Alkalit蕊t

　 25．C6

　 27．96

　 25．50

　 31，16

　 23．94

　 26．了24

Alkalit義t

　 17β5

　13．44（遏灼熱）

　 16．67

　 17．26

　 16．00

　16．144

各試料lt90grt：對 し麟麹26gr（約2割9分）な加へ t：る もの L： して 糖化液は その 濾液 11β 〜 13・7

　　　 醗酵液lt　1．9・v2 ．8eB の 閲 の もの t　v）。 配合比重 1；糖化醗酵 の 謝 虱 こよ りてAlkalit 瓧

及 び灰量 に差異あ るは勿論なリ

酵　液

0．20120

，Z）160

，24680

．1690020120

．2099

2．452

．352

．952

．452

，85261

12．1811

．1611

．9514

．5014

．161279

各試料は63grl：對 し皴麹 19gr（約 3割）層加 へ t：る もの 1： して糖牝液に  〜 21° B　　醗酵に階

N 工工
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段的1二30．4・）392 。 C に上昇 しれ る もの 醗酵液はZ7壇 3・2°B 鉱り。 此 の場合糖化 液t；就 きては

特に行 はす糟化液 の 灰分瑠 酵液の灰分 1坩 藷の 場合 E 異 VJ後 着は僅 か8％弱 の 減 少姻

A 】kalit豼 に於 て は約40％の 減 少な 示 す

　　　　　　　　　實　　驗　　第　　8

　著者は高梁醪の醗酵に當 り特に酸の成生速か に して且 つ 成酸量 も著 しく多量なる を認 め t：

り、 而 して こ れが酒精減收の
一因 k る事は論を俟たす著 者は これが原 因の研究に際 し高粱試

料中に比較的多 量の 淞脂物質を含有す る事を認めた り、か るが故に或 は此等の成分中有害な

る諸脂肪酸等の存在せ ざるや との 疑念を生 じk れば高粱試料の 「エ ーテ ル 」抽出を行ひ此等

脂肪酸 の研究 に 着手せ り高粱の油脂類定量は常法に從ひ細粉試料 259t を探 り Soxhlet裝置

に よ り約 17時間 「エ ー一テ ル 」抽 出を行 ひ 100gr中の抽 出量を算 出せ り 。

　　　　　　　　　　　　第　28 表

　　　 操 作 工 程 　 　 　 　 1　 　 　 2 　 　 　 3 　 　 　 as 均

　　　 高　　　　　　　　　梁　　　　　　　　　　　　3，8296　　　　　　　　3．896　　　　　　　　3．868　　　　　　　　3．86453

　　　 〃　　　　　（脱皮）　　　　　　　　　　　　3．420　　　　　　　　3．3824　　　　　　　　　
−
　　　　　　　　　3．4012

　　傭者　 油脂％

　而 して同柚出脂油中に折 出す る脂肪酸に つ き Alkohol再結後融黙をを測定 した るに 32℃

を示 し其姓賦「カ ブ リ ン 」酸にあ らざ る か との疑念を生 じたれ ば次の 如き實驗 を行 へ り

　　　　　　　　　實 驗 第 9　　高梁脂油成合の 决定（上野 、 久世 、實繊）

　此等高粱脂油物質 に關 しては 特に上 野博士久世兩氏の御 助 力に依 り詳細な る砺究 を逾 け得

たれ ば著者等は更に該結果を基礎 とし醗酵液相中に於 け る諸現象の 考察を行ひ併 せて實驗的

に これ を立證せ む事を企 て teり高粱脂油分析結果を示せ ば次の如 し

著者等 が細粉高粱試料よ り
’Atherに依 り抽出 しt；　E 脂油物質に 8 ％の酸性白土 を加 へ 123°

C に加温 し精製 しtcるが如 き油 100grを使用せ り

　　　　　　　　　　　　第　29　表
　 　 　 　 20D44nnD

酸　　價

鹸 化 價

沃 素 價（Wijs法）

不鹸化物（H5nig 匸篭．　Spitz法）

不 鹸化物の 色相

　 　 O．92D4

＠ 　 1．4659

　 40．CO

　 183．0

　 11！．40

　 5．43％

　 黄色
・
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　　　 不鹸化物 の 融點　　　　　　　　　　　　　67．8− 8α7°C

　　　 不鹸化物 の沃 素債（Wijs法）　　　　　　 68 ．4

皀口ち本油は沃素價 よ b すれば串乾性油に屬す る もの に して 鹸化價の比較的低 き黙並 1こ相當多

量の 不鹸化物の存在す る黙等は極 めて 興味あ る事實なりと云ふ べ し

次 に不鹸化物を除 きた ろが如 き混合脂肪酸の 主 なる性駄を試験せ り

　　　　　　　　　　　　第　30 表

　 外猊　黄禍色 1：
『
して室温 16° CI：於て少量の 固體酸の 析出あ り雌の 者は32・8°Cl：’（完全 1こ透明 t な ろ

價

償

化

棄

鹸

沃

　％

色　相

融點（
°e ）

鹸化債

黼

液體酸

　 7L6

黄褐色

亅93．7120

．0

197，0119

，5

固體酸（差 ）

　 28，4

　 淡黄色

53．9 ＿54．6

　 215．3

　 　 13．1

上述の 如 く高粱脂油中に は比稼的多量の 不鹸化物を含有す る もの な る が 故90grの 油よ り H6 −

　　　 　　 　 （7）
ning 　u ・SpitZ法 に依 り得た る不鹸化物 3，66grに つ き實驗せ る結果は次の 姐 し

　即 ち不鹸化物は温 Ather に一部分 不溶性に して 石油 Atherには 可溶性 な り

1
， 無 水醋酸 に不溶性物質　　淡黄色の 固體に して Alkoholと共 に煮沸 し不溶可 溶性 二物質

　　　　　　　　　　　　　　 に分 つ

II， 同　　　　可溶性物質

1 中Alkoho！に不溶性の物質讎黄 色の 固體に して其量 e．091grに 邃 し不鹸化物 に對 し7．95％

融熱は 60．5− 61．8° C な り不溶性物質は Methyl　aikohol にて 洗滌後金 屬 Natriumに依 り試

験せ る に水素瓦斯の發生僅少 な れ ば 大部分炭化水素類 に して少量の脂 肪 屬 Alkohol類 混

在す る もの な るべ し 1中 Alkoholに可溶性物質は省多量の温 Alkoholに溶解 し放置するに

多量の 白色膠牀折 出物を認 め其融黙は 64° C 附近に して夏 に Alkoholよ り再結す る も折出

物は常に膠牀に して針束淞を呈せ す且融 黙の上昇 な しs これ 等よ り椎察す る時は此部分は恐

らく醋酸 Styrol類 に相當す る もの な らむ

II 液は 之を Atherにて抽 出を行 へ り抽 出物質は室温 31．5°C に於 て針状結晶物 を混す る粘

稠且不快 な る臭氣を有 す る黄色液體 な り不鹸化物 に對 し 19．6％ に相當す 「ア セ チ ル 」便 （濾

過法）は 104．2 な り該淡褐 色粘稠な る液體の沃素價は 123．0 （Wils法）な り而 して 金属 Na に
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依 り多量の水素瓦斯を發生す 、 之 に據れば主 として脂肪囑 Alkohol類よ りなるを知 る、即 ち

以 上 の結果 よ りすれ ば不鹸化物は王 として炭化水 素類脂肪属 Alkohol類並に Styrol類 よ り

成 り Alkohol中には 不飽和性の もの存在すべ し

脂肪酸に就 ては前記 不鹸化物 を除 きた る混合脂肪酸を製 し之を鉛 鹽 Ather法 に依 り液 體 及

固體 兩酸に分離 し此等の成分を檢索 せ り

1 ．液 體 酸

　（i）臭化試驗

（の A 【her不溶性臭化物

　 　 　 　　 　 　 　 （8）

　　Eibner氏の方法に據 りて臭化試験を行 へ るに Ather不溶性臭化物の 生成 を認 めす

（b）石油 Ather不溶性臭化物

　　前記 Ather液中遏剩の臭棄を除き Ather除去 後沸黙低 き石油 Atherを添加 し氷水中 に

　　て 2時間放 冷後濾逼 せ り不溶性臭化物は 1．3743grにて灰色の 粉末な り融 黙 110− ltl．0

　　
°CAIkohol 溶液よ り再結せ る もの L融 黙は 113．e− 114．0° C ｝： して中和價 94．2 な り

（c）石油 Ather 可溶性臭化物 よ b臭素脱却生成物

　　上述石油 A 山er 溶液よ り常法 に よ O脱臭素するに生成物は 濃黄色の液體に して臭化を行

　　ふ に陰姓な り中和潭 19LO に して沃素價は 106．0 な り此 等の結果よ りすれ ば主 と して

　　CiBH3402酸よ りな る もの な るべ し

（ii）酸化試験

液體酸 を Hazura氏法に據 り酸 化せ り其結果融黙 132．O−− 133．O℃ 中和 償 178．5 並に 融黙

131．7− 132、O °C の 二 水酸化 Stearinsaiire及 び融黙 163．0− 165°C の 四水酸化 Stearinsa〔re

を分別結晶法に よ りて 單離せ り而 して後者は再三結晶法を行 ふ も融黙の 上昇な し故に此の も

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 （9）

のは Sativinsa〔ireの 異性體な りと思考す

翩以 上液體酸に對 す る賢驗結果 に よれば液體 不飽和酸は a − Linolensaure並 に n −Olsaure に

して此の不飽和 液骼酸は存在せ ざる か 假令存梅す る も微量に過ぎざ る べ し

II
， 固 體 酸

固體酸は先づ Methylesterに變化 し 21．3grを減 壓下に分別蒸溜 し次 の 如 く分ち t り

　　　　　　　　　　　 第　31 表

　　　 區分 　 取量（gr） 　 外 貎 　 鹸牝價

　　　 （i）
‘
　　　　　　　　 4・8　　　　　　　　 無 色の 液體　　　　　　　　　202・8

N 工工
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　　 （ii）　　　　　　　　　　　7，1　　　　　　　　　　　　 〃

　　 （iii） 　 　 　
5・2

　 　 　 瀬 色P液體

　　 （iv）　（殘漉）　　　　　 4 ．e　　　　　　　 褐色糖凋 の 固體

（i）區分の 液體は次の如 き操作に よ り其成分 を檢索せ り

第　32 表

加里石鹸 ミ な しt：る もの 》 A1  hol溶液 よ vJ

　　　　　 　　　　 「

579

197ρ

194．0177

．0

　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
　　　　　　　　　　（A ）絡贔物　　　　　　　　　　　　　　　（B ）溶　液
　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　 9 　　 1
　　　　　　　　　　 酸t な しMethylallcoholよ uJ　　　　　　　酸 t1なしMethylalkohol よ り

　　　　　　　＿ 　 1（酸蝿 ．・9．。− 59．，・C） 　 　 1

　　　　舗購 斜
・ 癩 ・・呶繍識 野轡 ・

　 　 　 　 　 　 　 I
　　 l　　　　　　　　　　 I
（E）結晶物 　　　　　 （F）溶 　液

麟麟 あ）
・

率
　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I
　　　　　　（G）緒晶物　　　　　　　　　　　　　（H ）溶　液

　　　　　　　　難嬲 黙）　 懲 鋤

以上の結果 に據 り明 かな る妬 く （C ）は Palmitinsliureを主體 と し之れ に Stearinstture混 在

駅 し（E）卑 （G ）は P・lmi・in・liu・e に して （1）は多 齣 P・lmi・i。、・。，e と韆 の M ，

ristins 抗ure よ りな る べ し

（ii）（iii）の 齢 は 之れ鯤 合 しこれ よ 。鉛磁 をつ く ・
？　Alk・h・1 及 び A ・h・・ にて繖 し不

溶性鉛 石鹸を集めτ酸に よ り分解せ り固體酸の融黙＝5Z5。C
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第 33 表　　鉛石 鹸を分解 して得た る脂肪酸 （融黙 ＝575° C ）

　　　　　　　　1
　　　　 Metylalkohol； V｝
　 　 　 　 　 　 　 　 E

　　 1M
（K ）結晶物

　　　　欝購 … 副
Alkohol 　よ り

　 　 1
（L）溶液
　 　 1・
　　放冷
　 　 t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　 I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Qう緒晶物　　　　　　　　（R ）溶液

灘 轡 胤 臨 一 ・ 恥
　　　　　　 1　　　　　　　 ．　　　　　　　　　

・
　　　　　 l

　　l　　　　　　　　　 I　　　　　　　　
・
　　　　　 1　　　　　　　　　 1

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　 （T）溶液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （s）結晶物（°）

謙 。、− 58。
・C）

（P
灘 回收 （臘謬翻・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
融點 自 58．O−−58．4「 C
中和價 ＝214．4 ）

（幣糶難 ・

）　　　　　　　　　　　（
融 點 騙58．6− 59．2QC
中和 便 ＝ 210．8 ）

　これに依れば （K ）は主 として Pa！mitins 洳 re に して極微 量の My τbtin蜘 re の混 在す る が

郊 し（Q）は 殆ん ど全部 Palmitlns蕊ure よ りな る べ し其他 の 部分は Palmitins£ ure を主體 と し

他 に微量の Stearinsaure存在す るが如 し即ち上記の結果 よ りすれば固體酸中の 飽和酸は大部

分 Palmitin瓢 ure に して他 に微 量の Stearins　gure 並 に Myristins　Eure の存在す る もの と思考

せ らる殘渣は脂肪酸に戻 し Aher に溶解 し獸炭末に て脱色精製後集めナこ り。 褐色の粘稠 な る

固盟に して融黙は大約 46°C 附近、中和 價 177．0 な り此 の部分 に存在すべ しと考 へ らる s

酸は高級飽和酸並に不飽和酸の酸化重 合體なるべ し

以上 の 結果を總合する時高粱曲の性状 は糠油に近似 す鹸化價の低 きこ と並に不鹸 化物の 含量

相當多きこ と等は興味ある黙 なりとす而 して 不鹸化物は主 として Styrol類脂肪族 Alkohol

類及び炭化水素類よ りな り Alkohol中には相當不飽和性の もの存在す

　飽和酸 （固體）の 大部分は Palmitinsh
’
　ure に して他 に微量の Stearintsiure並 に Myristins−

Eure存｛Eす るが如 し叉不飽和液體酸は n −Ols乱ure 及び n −Linolenstture　
i

に して前者は後者の

倍 量に逕す其他の酸は全 く存在せ ざる か若 し存在す る とす る も極 め て 微量な るべ し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （未完）
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